
○ 一つの訪問介護事業所では利用者のニーズを満たすことが難しくなっていることから、地域の訪問介護事
業所が連携して対応する仕組みの実現可能性を検証する。

○ 地域の中核的な訪問介護事業所が利用者の「パートナー事業所」となり、中心となって利用者を支えつつ、
不足する訪問を地域の小規模事業所（アシスト事業所）に委託する。

○ 令和８年度検証事業においては、本事業に参画するパートナー事業所に対し東京都が補助するとともに、
委託にて分析・検証を実施する。

【共同でサービスを提供】
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【実施内容】
➀複数事業所の相互委託によるサービス提供を都独自に試行実施する（パートナー訪問介護事業所への補助）。
➁効果検証のため、コンサル事業者等に委託の上、試行実施関係者にアンケートを実施・分析する。
【規模】 ３ネットワーク
【予算額】 14,648千円
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